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イネミズゾウムシの生態に関する研究
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科植物の新葉を食害する。田植えが始まると，越冬成虫

は水田へ侵入し，イネの葉を食害する。産卵は5月上．

中旬から始まり，30～60日間にわたる。ふ化幼虫は水中

を沈降して土中に潜りイネの根を食害する。幼虫は4齢

を経て土繭を作り蝿化する。第1世代成虫は7月中．下

旬～8月上旬頃に最盛期となり，8月後半になると越冬

地へ移動する。

本種の生活環は原則的には年l化であるが;9･191わが

国の西南暖地では温度条件によっては年2化できること

が明らかにされている。年2化をするのはイネの二期作

栽培地域耐，あるいは早期栽培と晩期栽培が混在する地

域''･'5'《;’2‘Ⅷにおいてであるといわれている。本種が北陸

地方及び長野県で年2化するには以下の4条件が必要と

考えられている蘭'9。

①1年間の有効積算温度が年に2化をするのに必要な

l,530日度以上（発育零点12.7℃,1世代に必要な

有効積算温度765日度)あること。

②第1世代成虫の産卵に好適な餌として生育初期のイ

1．北陸地域での発生状況

イネミズゾウムシ〃sso"lo/)"IIso):l'zOpﾉ,〃IIsKuschelは

北アメリカ原j唯の客虫であり,1976年にわが国では初め

て愛知県常淵'liにおいて発兄された'7．本樋はアメリカ

合衆国のカリフォルニア州から侵入したと考えられ，輸

入乾草に紛れてわが|過Iへ侵入したと推定されているが，

確証はない'3｡1980年に長野県，稲井県で,1982年には

石川，富山，新潟各ﾘ14で卜II次いで発兇された'ぷ。その

後毎年全国的に分布地域を拡ﾉくし，初発見からlO年後の

1986年にはわがIKI47都道府県全部で発生するようになっ

た'0｣。ここでは北陸地ﾉj及び捷野ui4を中心にして，本種

の生態に関する研究を紹介する。なお紙liliの制限から，

防除方法に関する研究については割愛した。

2研究の状況一過去，現在一

（1）発生生態

北陸地ﾉや長野県における本樋の年間の発生経過を模

式的に示すと第llXIのようである。水田に隣接するlll林

や畦畔で越冬した成虫は4月中頃から活動を始め，イネ ネの新葉があること。
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